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研究会報告
図7:∫2(2)のIFSの構成領域のHasse図
同様にしてS2(n)を極限集合とするMonotoneIFSが構成できる.以上のIFSの構造は一見複
雑そうにみえるが,実際にはBool演算別に基づき容易に決定できる.分割された領域の図はBool
演算表そのものである.
極めてtrivialな場合以外,S3(n)(n変数の3CNFの充足可能領域)を極限集合とするMonotone
IFSの構成は困難である.このIFSの構成が困難であるということ自体,3SATのintractability
と本質的に関係していると思われる.
以上を考察して,やや強い主張をすると
sl(n),S2(n)∈p =⇒ MonotoneZilSで生成可能.
S3(n)∈NP =⇒ MonoloneZFSでは生成不可能.
となり,この結果から以下のような対応付けが可能となる.
classP ⇔ Selfsimilarsei
classNP ⇔ Pariiallyselfsimilarset
この予想の検証は今後の課題である.
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